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【はじめに】 事例紹介 :A氏, 20歳代女性,悪性リンパ





ため IASM (The Integrated Approach to Symptom Man-
agement)の理論を用いて看護介入を行った結果,患者は
症状に対し,積極的にセルフケアを行うようになったの
でここに報告する.【方 法】 IASM (Larson P.が開発
した患者主体の統合的症状マネジメントアプローチ)を
用いた介入事例検討.【結 果】 A氏の語りから,症状
に対する表現力や理解力は豊富でセルフケア能力が高い
と判断した.悪心・嘔吐は,不安な思いなどの心理的影響
が強く関連していた.そこで,症状に対し自分で対処で
きるという自信や自己効力感を高めることを目的とし,
A氏と共に方略を考え,非薬物療法を主体としたA氏の
希望する方法を取り入れたケアプランを立案した. A氏
236 第 7回群馬がん看護フォーラム
は「抗がん剤治療後にこんなに元気でいられたのは初め
てかもしれない.自分でもビックリする.」と状態の変化
を認識し,セルフケアに対し積極的になった.【考 察】
IASMを用いて介入を行うことにより,セルフケアに消
極的な患者の場合であっても,患者が主体となって症状
マネジメントに参加することで,患者の自己効力感が高
まり,ADLやQOLが向上することが明らかとなった.
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